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「
病
診
連
携
に
よ
る 

在
宅
医
療
へ
の
取
り
組
み
」 

津
山
中
央
病
院 

院
長 

林 

同
輔 

当
院
の
位
置
す
る
岡
山
県
北
は
、
県
内
で
も
少

子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
る
地
域
で
あ
り
、

主
な
医
療
圏
で
あ
る
津
山
・
英
田
医
療
圏
、
真
庭
医

療
圏
の
高
齢
化
率
は
三
四
・
五
％
と
高
率
で
あ
る
。

今
後
迎
え
る
「
多
死
時
代
」
に
備
え
、
地
域
完
結
型

の
医
療
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
院
の

よ
う
な
高
度
急
性
期
病
院
に
と
っ
て
も
在
宅
医
療
へ

の
理
解
や
協
力
体
制
が
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
き

て
い
る
。 

 

在
宅
医
療
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
地
域
の
先

生
方
と
の
連
携
は
必
須
で
あ
る
。
当
院
で
は
二
〇
一

〇
年
か
ら
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
作
り
を
目
指
し
て

地
域
連
携
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｃ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
）
の
開
催
を

開
始
し
た
。
当
初
は
毎
週
一
回
副
部
長
以
上
の
ス
タ

ッ
フ
が
自
分
の
専
門
領
域
の
紹
介
と
ト
ピ
ッ
ク
ス
等

を
講
演
し
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

当
院
で
行
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
次
第
に
地
域
に

出
向
い
て
講
演
す
る
出
張
Ｃ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
も
開
始
し
、

よ
り
連
携
を
深
め
る
た
め
の
ミ
ニ
懇
親
会
も
行
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
四
年
か
ら
は
連
携
登
録
医
制
度
を
創

設
し
、
当
院
と
協
力
し
な
が
ら
地
域
医
療
を
行
っ
て

く
れ
る
連
携
医
を
募
り
、
現
在
当
医
療
圏
の
医
療
施

設
一
六
六
施
設
中
、
一
二
九
施
設
に
登
録
し
て
頂
い

て
い
る
。
年
一
回
は
全
体
の
連
携
登
録
医
懇
親
会
を

開
催
し
、
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
懇
親
を
深
め

て
い
る
。 

 

当
院
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
結
（
ゆ
い
）
カ

ー
ド
」
の
誕
生
が
あ
る
。
こ
れ
は
医
療
機
関
の
機
能

分
化
・
強
化
と
連
携
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
逆
紹
介

を
受
け
る
患
者

さ
ん
の
不
安
を

軽
減
す
る
た
め

に
創
設
し
た
。

基
礎
疾
患
を
持

ち
、
状
態
が
安

定
し
た
患
者
さ

ん
を
地
域
で
継

続
し
て
み
て
頂

く
際
に
必
要
に

応
じ
て
当
院
の

主
治
医
と
地
域

の
か
か
り
つ
け

医
の
二
人
を
担
当
医
と
し
て
記
載
し
た
カ
ー
ド
を
発

行
し
、
普
段
は
地
域
の
先
生
方
に
診
療
し
て
頂
き
、

状
態
が
悪
化
し
た
時
は
当
院
の
主
治
医
が
責
任
を
持

っ
て
診
療
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
証
と
し
た
。 

 

当
院
の
よ
う
な
急
性
期
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
概

し
て
在
宅
・
介
護
に
対
す
る
意
識
・
理
解
が
乏
し
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
今
年
度
の
管

理
職
研
修
会
の
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
「
在
宅
・
介

護
を
学
ぶ
」
を
取
り
上
げ
た
。
か
か
り
つ
け
医
・
訪

問
看
護
に
で
き
る
こ
と
や
介
護
保
険
の
仕
組
み
等
の

理
解
を
深
め
る
た
め
の
院
内
研
修
会
を
行
う
と
と
も

に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
診
療
所
・
施
設
の
看
護
師

や
相
談
員
ら
と
共
に
医
療
介
護
連
携
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
開
き
、
相
互
理
解
と
関
係
づ
く
り
を
行
っ
て
い

病
診
の
と
り
く
み 
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る
。
退
院
支
援
委
員
会
で
は
地
域
に
帰
っ
て
も
医

療
・
看
護
の
継
続
が
可
能
な
よ
う
に
で
き
る
だ
け
平

易
な
言
葉
で
、
し
か
も
生
活
面
に
お
い
て
は
よ
り
具

体
的
に
記
載
す
べ
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
行
っ
た
。 

 

今
後
も
病
診
連
携
を
軸
に
在
宅
療
養
を
地
域
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。 

 
  

研
修
会
報
告 

認
知
症
研
修
会 

―
在
宅
で
認
知
症
を
支
え
る
（
９
）
― 

平
成
三
十
年
八
月
十
八
日
（
土
） 

岡
山
県
医
師
会
館
四
階 

四
〇
一
会
議
室 

「
認
知
症
予
防
の
食
事
に
つ
い
て
」 

岡
山
県
栄
養
士
会 

副
会
長 

青
木
内
科
小
児
科
医
院 

あ
い
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
長 

森
光 
 

大 

認
知
症
は
現
在
、
要
介

護
状
態
に
な
る
原
因
の
ト

ッ
プ
で
あ
り
、
今
後
も
増

加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
の
考
え
る

認
知
症
の
予
防
と
は
、
①

専
門
医
を
受
診
し
、
病
名

と
レ
ベ
ル
を
診
断
し
て
頂

き
適
切
な
治
療
（
内
服
等
）

を
行
う
、
②
規
則
正
し
い

生
活
、
③
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
る
、
④
運

動
療
法
を
実
施
す
る
、
⑤
本
人
の
興
味
や
趣
味
に
合

っ
た
ケ
ア
を
行
う
こ
と
で
す
。 

 

す
で
に
医
療
機
関
や
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
①

④
⑤
は
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
②
や
③
は

介
護
支
援
専
門
員
の
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
よ
う
で
す
。
今
回
は
、
肥
満

や
過
栄
養
、
逆
に
低
栄
養
や
フ
レ
イ
ル
が
認
知
症
の

危
険
度
を
上
げ
る
要
因
に
な
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
る
内
容
に

つ
い
て
、
良
質
な
た
ん
ぱ
く
質
を
適
量
食
べ
る
こ
と
、

主
食
は
欠
か
さ
ず
食
べ
る
、
油
を
適
量
食
べ
る
、
新

鮮
な
魚
（
青
魚
）
を
食
べ
る
、
野
菜
や
果
物
を
毎
日

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
説
明
い
た
し
ま

し
た
。 
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さ
ら
に
最
近
の
話
題
と
し
て
、
普
段
私
た
ち
の

脳
は
ブ
ド
ウ
糖
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
い
ま
す
が
、

空
腹
時
等
は
ケ
ト
ン
体
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使

っ
て
お
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
方
で
も

ケ
ト
ン
体
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
う
機
能
は
残

っ
て
い
る
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
に
中
鎖
脂
肪
酸
（M

C
T

）
が
有
効
と
紹

介
い
た
し
ま
し
た
。
私
は
介
護
支
援
専
門
員
ま
た
管

理
栄
養
士
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
実
施
し
て
認
知
症
の

進
行
の
予
防
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

    

「
認
知
症update

 
 

～
診
断
・
治
療
・
予
防
～
」 

岡
山
旭
東
病
院 

神
経
内
科
部
長 

柏
原 

健
一 

認
知
症
は
発
達
の
過

程
で
獲
得
さ
れ
た
知
能

が
持
続
的
に
低
下
し
た

状
態
で
あ
り
、
記
憶
障

害
、
知
能
障
害
（
理
解
、

判
断
、
論
理
的
思
考
）
、

人
格
障
害
（
易
怒
、
脱

抑
制
）
な
ど
の
た
め
社

会
生
活
に
支
障
を
き
た

し
た
状
態
を
言
う
。
認

知
症
で
障
害
さ
れ
る
認
知
機
能
を
表
１
に
示
す
。
易

怒
、
易
興
奮
、
脱
抑
制
、
う
つ
・
ア
パ
シ
ー
、
幻

覚
・
妄
想
な
ど
の
心
理
・
行
動
（B

PSD

）
を
伴
う

こ
と
も
あ
る
。
症
状
が
あ
っ
て
も
社
会
生
活
に
支
障

な

い

段

階

は
m

ild 
cognitive 

im
pairm

ent 
(M

C
I)

と
呼
ば
れ
る
。
わ
が
国
の
認
知
症
患
者
数
は

高
齢
化
と
相
俟
っ
て
増
加
し
て
お
り
、
四
〇
〇
万
人

超
、
六
五
歳
以
上
で
は
人
口
の
一
〇
％
を
超
え
る
。

主
な
疾
患
に
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭
型
認
知
症
、
血
管
性

認
知
症
な
ど
が
あ
る
（
表
２
）
。
数
か
月
で
急
速
に

進
行
す
る
場
合
は
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病

が
鑑
別
に
あ
が
る
。
正
常
圧
水
頭
症
や
認
知
症
類
似

状
態
を
呈
す
る
慢
性
硬
膜
下
血
種
、
甲
状
腺
機
能
低

下
症
、
肝
不
全
、
ビ
タ
ミ
ンB

1

欠
乏
症
、
う
つ
病

な
ど
の
鑑
別
に
配
慮
す
る
。 

診
断
に
は
症
状
、
病
歴
の
聴
取
、
身
体
所
見
が

重
要
で
あ
る
。
知
的
機
能
の
評
価
に
は
長
谷
川
式
簡

易
知
能
評
価
尺
度
、M

M
SE

、M
oC

A
-J

な
ど
が

用
い
ら
れ
る
。
鑑
別
目
的
で
頭
部C

T

やM
R

I

、
血

液
一
般
検
査
を
行
う
。
特
異
的
検
査
に

D
AT-

SPE
C

T

やM
IB

G

心
筋
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
が
あ
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る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
検
出
に
は
ア
ミ
ロ
イ
ド

-PE
T

が
有
用
で
あ
る
が
、
保
険
適
応
が
な
い
。 

治
療
と
し
て
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
に
は

コ
リ
ン
エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
、
メ
マ
ン
チ
ン
が
利

用
で
き
る
。
抗
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
蛋
白
抗
体
に
よ
る
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
進
行
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
に
は
ド
ネ
ペ
ジ
ル
が
認
可
さ

れ
て
い
る
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
家
人
の
声
か
け
な
ど

に
よ
る
日
常
活
動
刺
激
も
脳
の
恒
常
性
維
持
に
重
要

で
あ
る
。 

認
知
症
発
現
の
危
険
因
子
に
は
加
齢
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
喫
煙
な
ど
の
血
管
障
害
関
連
因
子
や
頭
部

外
傷
が
知
ら
れ
る
（
表
３
）
。
予
防
に
は
脳
血
管
障

害
を
防
ぎ
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
発
症
を
防

ぎ
、
廃
用
性
障
害
を
防
ぐ
こ
と
が
方
針
と
な
る
。
血

管
障
害
を
防
ぐ
目
的
で
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
喫
煙
、

飲
酒
（
３
合
以
上
）
、
高
脂
血
症
、
心
疾
患
、
体
重

過
多
な
ど
を
改
善
す
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
予
防
に

は
、
頭
部
外
傷
、
歯
の
喪
失
、
う
つ
を
防
ぎ
、
パ
ー

ト
ナ
ー
を
必
要
と
し
な
い
余
暇
を
避
け
る
。
廃
用
性 

                

障
害
予
防
に
は
良
き
人
間
関
係
に
加
え
、
適
度
な
運

動
、
適
量
飲
酒
、
余
暇
活
動
、
仕
事
、
社
会
参
加
、

精
神
活
動
、
認
知
訓
練
な
ど
が
有
効
と
さ
れ
る
。
前

向
き
思
考
、
教
育
歴
の
高
さ
も
認
知
症
リ
ス
ク
を
逓

減
す
る
。
食
事
で
は
ビ
タ
ミ
ンB

12

、
葉
酸
、
抗
酸

化
物
（
ビ
タ
ミ
ンC

,E

、
β
カ
ロ
テ
ン
、
セ
レ
ン
、

フ
ラ
ボ
ノ
イ
ド
）
、
脂
質
（
オ
レ
イ
ン
酸
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
不
飽
和
脂
肪
酸
）
、
野
菜
・
果
物
、
魚
、

カ
レ
ー
粉
な
ど
の
有
効
性
が
報
告
さ
れ
る
が
、
メ
タ

解
析
で
は
無
効
で
あ
る
。 

認
知
症
予
防
に
は
、
外
傷
や
脳
血
管
障
害
に
よ

り
脳
が
傷
つ
く
の
を
避
け
、
前
向
き
な
身
体
、
知
的

活
動
を
介
し
て
良
質
な
脳
刺
激
を
継
続
す
る
生
活
が

推
奨
さ
れ
る
。 

 

表
１
．
認
知
症
で
障
害
さ
れ
る
認
知
機
能
（
認

知
症
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2017

に
よ
る
） 

表
２
．
認
知
症
や
認
知
症
様
症
状
を
き
た
す
主

な
疾
患
・
病
態
（
認
知
症
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

2017

に
よ
る
） 

表
３
．
認
知
症
の
危
険
因
子
・
防
御
因
子
（
認

知
症
疾
患
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン2017

に
よ
る
） 
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◆
第
二
十
六
回
学
術
大
会
の 

見
ど
こ
ろ
、
聴
き
ど
こ
ろ 

大
会
テ
ー
マ 

「
住
み
な
れ
た
地
域
の
安
心
安
全
を
つ
く
る 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア 

～
み
ん
な
と
と
も
に
私
を
生
き
る
～
」 

日
時 

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
一
日
（
木
・
祝
） 

九
時
三
十
分
～
十
七
時 

会
場 

岡
山
県
医
師
会
館 
四
階 

 

四
〇
一
・
四
〇
二
会
議
室 

（
岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
九
―
二
） 

❖
記
念
講
演 

「
南
相
馬
市
の
現
況
と
復
興
に
向
け
た
課
題
」 

 
 

前
福
島
県
南
相
馬
市
長 

桜
井 

勝
延 
氏 

「
一
病
院
が
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ
た
こ
と 

―
西
日
本
豪
雨
災
害
を
経
験
し
て
―
」 

 

ま
び
記
念
病
院 

理
事
長 

 

村
上 

和
春 

先
生 

❖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
を
振
り
返
っ
て
」 

 
 

 

総
社
市
保
健
福
祉
部
長 

平
野 

悦
子 

氏 

「
災
害
支
援
ナ
ー
ス 

×
 

感
染
管
理
認
定
看
護
師 

 
 

 
 

～
い
つ
も
や
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切
～
」 

 
 

心
臓
病
セ
ン
タ
ー
榊
原
病
院 

 
 

 
 

 

感
染
対
策
担
当 

田
村 

幸
二 

氏 

「
災
害
時
に
お
け
る
介
護
支
援
専
門
員
の
役
割
」 

 
 

岡
山
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
原 

 

誠 

氏 

❖
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

「
口
腔
機
能
の
衰
え
を
評
価
す
る
」 

岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科 

予
防
歯
科
学
分
野 

教
授 

森
田 

学 

先
生 

❖
研
究
発
表 

四
〇
一
会
議
室 

 

一
〇
演
題 

四
〇
二
会
議
室 

 

一
〇
演
題 

 
 

今
回
は
、
「
今
後
起
こ
り
う
る
大
災
害
か
ら
住

み
な
れ
た
私
た
ち
の
地
域
の
安
心
安
全
を
い
か
に

つ
く
っ
て
い
く
か
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

記
念
講
演
と
し
て
、
二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本

大
震
災
、
そ
し
て
記
憶
に
新
し
い
二
〇
一
八
年
七

月
の
西
日
本
豪
雨
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
お
話
い

た
だ
き
ま
す
。
七
月
に
予
定
さ
れ
延
期
と
な
っ
て

い
た
東
日
本
大
震
災
―
福
島
県
の
復
興
―
の
テ
ー

マ
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
た
前
南
相
馬
市
長 

桜
井
勝
延
氏
に
今
回
の
記
念
講
演
を
改
め
て
お
願

い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
西
日
本
豪
雨
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
真
備
町
で
中
心
的
に
頑
張
っ
て
ご
活

躍
さ
れ
た
、
ま
び
記
念
病
院 

村
上
和
春
先
生
か

ら
具
体
的
な
お
話
を
聞
き
、
今
後
の
私
た
ち
の
活

動
に
活
か
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
行
政
、
災
害
支
援
ナ
ー

ス
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ど
の

よ
う
に
支
援
活
動
を
行
っ
た
の
か
に
つ
い
て
報
告

い
た
だ
き
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
災
害
時

の
対
応
に
つ
い
て
の
医
療
・
介
護
の
問
題
点
、
具

体
的
な
対
応
方
法
な
ど
建
設
的
な
議
論
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。 

 

プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は

歯
科
医
師
会
に
お
願
い
し
て
「
口
腔
機
能
の
衰
え

を
評
価
す
る
」
と
い
う
内
容
で
、
フ
レ
イ
ル
の
ス

タ
ー
ト
と
言
わ
れ
て
い
る
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
、
そ
の
問
題
点
と
対
策

な
ど
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

研
究
発
表
で
は
、
例
年
通
り
、
二
会
場
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
ず
つ
計
六
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
座
長
を
配
置
し
、
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

形
式
に
て
発
表
と
参
加
者
を
混
え
た
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
充
実
し
た
内
容
を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

 

副
会
長 

佐
藤
涼
介 

  

◆
第
三
回
岡
山
県
地
域
包
括
ケ
ア 

シ
ス
テ
ム
学
会
学
術
大
会
の
ご
報
告 

 

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
（
日
）
、
「
わ
が
事
、

ま
る
事
、
み
ん
な
で
住
み
良
い
街
づ
く
り
～
オ
ー
ル

岡
山
で
良
質
な
支
援
の
輪
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
岡

山
県
医
師
会
館
及
び
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
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開
催
い
た
し
ま
し
た
。
台
風
二
四
号
接
近
と
い
う
悪

天
候
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
三
二
二
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

最
初
に
行
わ
れ
た
堀
部
徹
先
生
に
よ
る
「
ケ
ア

マ
ネ
が
見
た
豪
雨
災
害
」
と
題
し
た
特
別
発
言
で

は
、
被
災
に
関
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
活
躍
に

つ
い
て
紹
介
さ
れ
、
大
変
心
に
残
る
内
容
で
し
た
。 

 
 

 
 

ま
た
、
天
候
に
よ
り
お
越
し
い
た
だ
け
な
か
っ

た
斉
藤
正
身
先
生
に
つ
き
ま
し
て
は
大
変
残
念
で

し
た
が
、
急
遽
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
江
澤
和

彦
先
生
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
こ
の
一
〇
〇
年
で
人
口
が

爆
発
し
、
ま
た
元
に
戻
っ
て
い
く
と
い
う
大
き
な

流
れ
の
話
か
ら
始
ま
る
、
明
快
で
印
象
的
な
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

岡
山
大
学
・
浜
田
淳
先
生
か
ら
は
、
医
療
経
済

に
つ
い
て
、
日
本
の
医
療
費
・
介
護
費
の
問
題
を

ど
う
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
、
増
え
て
い
く
高

齢
者
の
幸
せ
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
、
費
用
が
膨
大
化
し
て
い
く
中
、
皆
が
英

知
を
出
し
て
効
率
の
良
い
も
の
に
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
塚
本
先
生
は
、
過
疎
化
が
進
む
地
域

で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
と
て
も
感
動
的
な
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
過
疎
地
域

に
お
け
る
可
能
性
を
感
じ
ら
れ
る
講
演
を
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
人
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
借
り
な
が
ら
、
過
疎
地
の
高
齢
者
宅
に
訪
問

し
て
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。 

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
素
晴
ら
し
い
事

例
が
多
数
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
の
方
の
看

取
り
に
至
る
と
こ
ろ
で
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
と
て
も
大
切

に
し
、
多
職
種
で
納
得
の
い
く
連
携
が
あ
っ
た
事

例
や
、
若
く
し
て
脳
出
血
に
な
っ
た
方
々
が
ど
の

よ
う
に
社
会
復
帰
し
日
常
生
活
に
戻
っ
て
い
く
か

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
つ
い
て
期
待
が
で
き

る
も
の
で
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
天
候
の
中
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
が
、

よ
り
心
に
残
る
会
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
関
係
者
の
皆
様
、
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

【
佐
藤
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
よ
り
】 

  

◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
-
c
a
r
e
-
o
k
a
y
a
m
a
.
c
o
m
/ 

      

編
集
後
記 

 
 

 

西
日
本
豪
雨
か
ら
約
半
年
が
過
ぎ
、
「
平
成
最

後
の･

･
･

」
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
っ
た
こ
の
年

末
年
始
、
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

特
別
の
こ
と
が
な
く
、
例
年
通
り
の
年
末
年
始

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
一
層
の
あ
り
が
た
さ
を
感

じ
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
る
ば
か
り

で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

編
集
委
員 

 

佐
藤 

涼
介 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菅
﨑 

仁
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
田 

康
代 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

藤
井 

真
理
子 

           

 
 

編
集
・
発
行 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会 

事
務
局 
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